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稚貝の付着は多数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果の概要＞ 

○  ラーバは県中南部で大型個体が多数出現。 

○  唐丹湾の水深 10ｍ層の水温は 12.6℃と、例年よりやや低め。 

○  試験採苗器の付着稚貝数は県中南部では更に大幅に増加。付着は継続。 

○  県北部と中部に投入した採苗器には、多数の稚貝が付着。 

＜宮城県北部の状況：稚貝の付着は終盤（6 月 30 日発行採苗通報）＞ 

○  ラーバの出現数は 2～5 個/㎥と、減少。 

○  試験採苗器の付着稚貝数は 52～211 個/袋（6 日間）と、減少。 
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宮古 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥   

6/3～6/23 4,849 個/袋

唐丹 6/28 12.6℃ 

9 個/㎥，20 個/㎥   

6/21～6/28 1,982 個/袋

広田 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥  

    － 

野田沖 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥    

5/11～6/26 14,708 個/袋

種市沖 － －℃ 

－個/㎥，－個/㎥    

           － 

図１ 各定点の調査結果 

調査点 調査日 10ｍ層水温 

ラーバ出現数(200μ未満、200μ以上)

試験採苗器垂下期間 付着稚貝数 

図２ 唐丹湾における水深 10ｍ層水温と

ラーバ・付着稚貝の出現状況 

 次報は、7 月 8 日に発行する予定です。 


